
一般質問

平成３０年（２０１８年）１０月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

被
災
地
支
援
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

市
職
員
が
い
き
い
き
と
働
く
た
め
に
／

農
福
連
携
で
み
ん
な
元
気
に

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
を
／

市
民
の
た
め
の
文
化
芸
術
を
応
援
し
よ
う

佐
藤　

充
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

自
然
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
／

非
核
平
和
事
業
と
横
田
基
地
へ
の
対
応

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

　

万
人
訪
問
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
望
／

１００子
ど
も
夢
・
未
来
基
金
条
例

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

東
部
地
域
の
観
光
／
夏
休
み
の
小
学
校

低
学
年
へ
の
学
校
の
か
か
わ
り

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
会
）

温
暖
化
対
策
及
び
気
候
変
動
適
応
法

に
伴
う
政
策
／
科
学
の
発
展
と
学
び

 
質
問　

臼
温
暖
化
被
害
軽
減
等
の
適

応
策
は
。

　

渦
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
公
共
施
設
の
屋
上
緑
化
や

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
等
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
各
分
野
の
施

策
を
適
応
の
観
点
か
ら
取
り
ま
と
め
、

不
足
し
て
い
る
対
策
を
考
え
て
い
く
。

　

渦
８
か
所
の
公
共
施
設
の
省
エ
ネ

診
断
等
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制

に
資
す
る
取
り
組
み
を
複
合
的
に
実

施
す
る
。
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受

け
事
業
者
を
決
定
し
、
現
在
、
事
業

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
気
候
変
動

適
応
法
成
立
に
伴
う
市
の
環
境
政
策
は

 
質
問　

臼
文
部
科
学
省
の
報
告
書
で
、

学
校
は
勉
強
か
ら
学
び
の
時
代
に
変

わ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
次
世
代
型

学
校
で
習
得
す
べ
き
資
質
、
能
力
は
。

　

渦
Ａ
Ｉ
で
代
替
で
き
な
い
能
力
を

育
て
て
い
く
た
め
の
教
師
の
役
割
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
の
認
識
は
。

教
育
長　

臼
文
章
等
を
正
確
に
読
み

解
き
対
話
す
る
力
や
好
奇
心
・
探
究

力
等
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
Ａ
Ｉ
で
は
対
応
が
難
し
い
と
さ

れ
る
、
板
挟
み
や
想
定
外
と
向
き
合

い
調
整
す
る
力
等
、
人
間
の
強
み
を

生
か
し
た
役
割
が
今
以
上
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

科

学

技

術

の

発

展

と

こ
れ
か
ら
の
学
び
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
東
部
地
域
の
こ
れ
か
ら
の

観
光
施
策
に
対
す
る
考
え
は
。

　

渦
東
部
地
域
に
お
け
る
観
光
農
業

の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
考
え
は
。

市
長　

臼
東
部
地
域
に
は
Ｆ
Ｃ
東
京

小
平
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
多
く
の
観
光

資
源
が
あ
る
。
ま
た
、
鉄
道
駅
や
小

平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
中
心
に
、
観

光
資
源
を
つ
な
ぐ
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の

設
定
等
で
魅
力
を
高
め
る
な
ど
市
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

渦
野
菜
等
の
収
穫
体
験
が
で
き
る

農
園
等
が
あ
り
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
等
通
じ
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
今

後
は
市
民
が
農
業
と
触
れ
合
え
る
場

小
平
市
東
部
地
域
、
特
に

東
京
街
道
周
辺
の
観
光
に
つ
い
て

の
提
供
等
、
都
市
農
業
の
環
境
を
生

か
し
た
観
光
農
業
を
推
進
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
小
学
校
低
学
年
の
夏
休
み

の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

渦
夏
休
み
に
体
を
動
か
す
習
慣
づ

け
の
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

臼
自
分
の
興
味
や
関
心
に

基
づ
き
学
習
等
に
取
り
組
む
期
間
で
、

旅
行
で
の
登
山
等
、
学
校
で
は
経
験

す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
も
取
り

組
め
る
貴
重
な
期
間
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
児
童
・
生
徒
が
運
動
の
習
慣
を

楽
し
く
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

平
成　

年
１
月
に
、
楽
し
み
な
が
ら

３０

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。

夏
休
み
の
小
学
校
低
学
年
に

対
す
る
学
校
の
か
か
わ
り
合
い

 
質
問　

臼
東
ガ
ス
西
通
り
に
つ
い
て
、

カ
ラ
ー
舗
装
等
の
安
全
対
策
を
行
う

こ
と
へ
の
見
解
は
。

　

渦
あ
か
し
あ
通
り
の
自
転
車
レ
ー

ン
設
置
の
評
価
と
、
今
後
の
延
伸
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

臼
一
部
の
区
間
で
路
側
帯
部

分
内
側
に
グ
リ
ー
ン
標
示
を
行
う
な

ど
交
通
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
地
区
の
実
情

に
合
っ
た
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
道
路
左
側
の
カ
ラ
ー
舗
装
で
走

行
場
所
を
明
示
し
、
自
動
車
運
転
者

に
も
周
知
で
き
る
た
め
効
果
的
な
交

通
規
制
で
あ
る
。
延
伸
に
つ
い
て
は
、

危
な
い
を
安
心
・
安
全
に
、　

万
人

１００

訪
問
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
現
を

引
き
続
き
交
通
管
理
者
と
協
議
す
る
。

 
質
問　

臼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
子
ど
も
夢
・
未
来
基

金
条
例
を
根
拠
と
し
た
事
業
概
要
は
。

　

渦
条
例
が
で
き
て
か
ら
目
的
を
考

え
る
と
い
う
制
定
過
程
は
適
法
か
。

市
長　

臼
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
に
競
技
観

戦
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

渦
東
京　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

2020

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
し

た
子
ど
も
の
育
成
に
か
か
わ
る
施
策

の
推
進
を
図
る
た
め
の
資
金
に
充
て

る
と
い
う
目
的
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

適
法
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
夢
・
未
来
基
金
の
現
状
と

条
例
制
定
過
程
の
不
透
明
感
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
と
生
け
垣
化
は
重
要
な
課
題
だ

が
、
生
け
垣
の
造
成
に
対
す
る
補
助

制
度
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
課
題
は
。

　

渦
市
民
の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
議
会
が

政
策
提
言
し
た
が
、
検
討
状
況
は
。

市
長　

臼
災
害
時
の
安
全
性
等
か
ら
、

フ
ェ
ン
ス
を
生
け
垣
化
す
る
必
要
性

の
認
知
度
が
低
い
。
引
き
続
き
、
市

報
等
で
周
知
し
宅
地
開
発
の
際
の
生

け
垣
設
置
を
業
者
に
依
頼
し
て
い
く
。

　

渦
市
民
懇
談
会
等
に
よ
る
意
見
聴

取
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
手
法
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
先
進
自
治
体
の

自

然

災

害

か

ら

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に

事
例
等
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
条
例

制
定
の
可
否
等
含
め
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼　

年
度
の
平
和
事
業
に
つ

３０

い
て
行
わ
れ
た
事
業
と
そ
の
評
価
は
。

　

渦
平
和
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
が

必
要
だ
が
見
解
と
発
展
の
方
向
性
は
。

市
長　

臼
市
報
や
懸
垂
幕
の
掲
示
等

で
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
周
知
す
る

な
ど
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
で
生
命
の
尊
さ
と
平
和
の
大
切
さ

を
市
民
に
考
え
て
も
ら
う
機
会
の
提

供
が
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
周
知
・
啓
発
の
取
り
組
み
を
継

続
し
、
市
民
等
の
自
主
的
・
自
発
的

活
動
を
側
面
的
に
支
援
し
て
い
く
。

非
核
平
和
事
業
の
継
続
と
発
展

及
び
横
田
基
地
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
保
存
年
限
や
満
了
後
の
措

置
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
文
書
管
理
規

程
の
見
直
し
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

　

渦
市
政
に
重
要
な
資
料
を
歴
史
公

文
書
等
と
し
て
定
義
し
保
存
の
取
り

決
め
を
す
る
検
討
の
進
捗
状
況
は
。

　

嘘
公
文
書
管
理
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
見
直

す
こ
と
も
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長　

渦
歴
史
公
文
書
等
を
評
価
、

選
別
す
る
基
準
、
保
存
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。

小
平
市
文
書
管
理
規
程
の
見
直
し
と

条

例

制

定

に

向

け

て

市
長　

嘘
文
書
管
理
規
程
見
直
し
等

に
合
わ
せ
て
、
条
例
制
定
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
舞
台
芸
術
鑑
賞
や
活
動
支

援
に
つ
い
て
の
考
え
と
取
り
組
み
は
。

　

渦
芸
術
関
係
の
団
体
等
へ
の
支
援

充
実
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

市
長　

臼
市
民
が
文
化
に
親
し
み
文

化
活
動
を
行
う
こ
と
で
交
流
が
生
ま

れ
新
し
い
文
化
の
創
造
に
つ
な
が
る
。

活
動
の
支
援
は
文
化
振
興
に
重
要
と

認
識
し
、
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

渦
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
団
体
等

の
発
表
の
場
の
確
保
や
情
報
の
発
信

等
の
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

小
平
市
で
の
文
化
芸
術
へ
の

取

り

組

み

に

つ

い

て

 
質
問　

臼
市
職
員
採
用
の
際
に
職
員

と
し
て
望
む
こ
と
や
重
視
す
る
点
は
。

　

渦
市
職
員
の
悩
み
や
つ
ら
い
こ
と

な
ど
の
相
談
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
向

け
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
。

市
長　

臼
小
平
市
新
人
材
育
成
基
本

方
針
に
目
指
す
職
員
像
を
定
め
て
お

り
、
そ
れ
が
示
す
必
要
な
能
力
や
意

識
を
職
員
と
し
て
望
ん
で
い
る
。

　

渦
医
師
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
定

例
健
康
相
談
と
職
員
課
の
保
健
師
に

よ
る
随
時
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
で
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
未
然
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
市
職
員
が

い
き
い
き
と
働
く
た
め
に

研
修
の
実
施
に
よ
り
日
常
生
活
の
中

で
の
積
極
的
な
ス
ト
レ
ス
解
消
を
実

践
す
る
よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

 
質
問　

臼
社
会
適
応
訓
練
事
業
に
対

応
し
て
い
る
農
家
は
何
件
あ
る
か
。

　

渦
小
平
の
農
業
の
発
展
の
た
め
福

祉
と
の
連
携
を
ど
う
進
め
る
か
。

市
長　

臼
東
京
都
か
ら
は
３
件
と
聞

い
て
い
る
。

　

渦
農
業
振
興
を
図
る
上
で
、
農
業

の
担
い
手
確
保
は
重
要
課
題
で
あ
る
。

農
業
は
自
然
に
触
れ
る
職
業
と
し
て
、

障
害
者
等
が
社
会
参
加
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
有
効
と
考
え
る
が
、
農

家
へ
の
負
担
等
、
課
題
も
多
い
。

農

福

連

携

で

み
ん
な
が
元
気
に
な
ろ
う

 
質
問　

臼
職
員
派
遣
は
行
っ
た
か
。

　

渦
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
利
用
し
支
援
物
資
を
調
達
し
た
」、

「
ふ
る
さ
と
納
税
の
代
理
寄
附
を
実

施
し
被
災
地
の
事
務
軽
減
を
図
っ
た
」

な
ど
先
進
的
取
り
組
み
を
し
た
茨
城

県
境
町
の
例
な
ど
も
あ
る
が
、
今
ま

で
と
違
う
支
援
方
法
を
市
で
は
検
討

し
た
か
。

市
長　

臼
職
員
１
人
を
７
月　

日
か

２５

ら
８
月
２
日
ま
で
の
間
、
派
遣
し
た
。

　

渦
新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

先
進
的
な
事
例
を
情
報
収
集
す
る
な

ど
、
実
施
可
能
な
被
災
地
支
援
の
方

法
を
研
究
し
て
い
く
。

被
災
地
支
援
に
つ
い
て

先
進
的
な
取
り
組
み
を

 
質
問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
を
さ
ら
に
市
民
に
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
小
平
市
も

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
に
向
け
早
急
に

行
動
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
在
の

取
り
組
み
状
況
は
。

市
長　

現
在
、
特
定
の
国
や
地
域
に

絞
っ
た
交
渉
段
階
で
は
な
い
が
、
市

民
や
企
業
、
東
京
都
等
と
の
情
報
共

有
を
図
り
、
課
題
等
を
整
理
す
る
な

ど
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
例
年
に
な
い
暑
さ
が
続
い
た
こ
と

し
の
夏
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

東
京　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２０２０
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
を豪雨被害に見舞われた倉敷市への職員派遣の様子


